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でも近年の竜巻災害を鑑み、気象庁は 2008 年 3月26日から、全国に11基配備したドップラーレーダー などを
活用し、１時間以内に竜巻など激しい突風が発生する可能性がある場合に、「竜巻注意情報」の提供を開始する。
トピックス4　「竜巻注意情報」を日本でも提供開始
気象庁ホームページや報道機関、防災関係機関な
どを通じて地域住民やその他ユーザーに提供する。
　竜巻の水平規模は数百m、寿命は数分から10分
程度で、漏斗状に垂れ下がった漏斗雲を伴うこと
が多く、積雲や積乱雲の中にある強い上昇気流が
何らかの原因で回転することにより発生するが、
発生メカニズムについては未解明な部分が多い。
　竜巻は小規模な現象であることから、気象ドッ
プラーレーダーの観測でも竜巻の渦を直接捉える
ことはできない。しかし、竜巻をもたらす積乱雲
の中には、直径数kmから十数km、寿命が数十分
から1時間程度のメソサイクロンと呼ばれる渦があ
ることが多く、今回開発した気象ドップラーレー
ダーによる自動検出アルゴリズムはこれを検出す
ることができる。メソサイクロンの検出結果およ
び気象レーダーエコーの観測値、数値予報注２）か
ら計算した突風危険指数注３）を組み合わせて、竜
巻などが発生する可能性を判断している。しかし、
それでも現在の精度は捕捉率が約3割、適中率が約
1割程度である。気象庁では、竜巻の発生環境や発
生メカニズムの解明をさらに進め、この予測技術
の高度化を図る計画である。2010年度までに、突風
などの発生する危険域を解析し、10分刻みで1時間
先まで予測する、新たな情報の提供を目指している。
注 1　降水強度、位置の他に電波のドップラー効果
を利用して降水粒子などの移動速度を測定し、こ
れから風速を求めることができる気象レーダー
注 2　物理学の方程式により、風や気温などの時間
変化をスーパーコンピュータで計算し、大気の状
態を予測する方法
注 3　気象レーダーで観測した雨雲の強さと、数値
予報から計算した突風の発生環境の適否から、統
計的手法で突風発生の危険性を数値化したもの
気象ドップラーレーダーのメソサイクロン自動検出概念図
出典：「雷雲とメソ気象」東京堂出版　大野久雄著
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